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私の地域活動 あれ！これ！

今
日
の
発
表
を
前
に



入学 から 卒業まで ブログ日記
今もネット検索でご覧になれます！

課題学習

2010年10月4日



2012年10月
  レイ大 課題学習
     「ササユリ」4名で

ささゆりサポート隊 発足

毎年10月～翌年6月まで
ササユリの増殖保護に取組む

今年で11年目の活動
サポート隊は
レイカディア大学
卒業生及び在校生

20名で活動中





15年間続けている地域活動
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それでは
先月に続いて
昔の高野について
こんなことが分かりましたよ・・



明治5年
（1872年）
今から
142年前（現151年）

の書類で
高野にあった
お寺と神社を
県に報告した

書類です！



地
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数年前に私の地元でこんな写真が見付かった！
写真の裏に昭和17年4月 大東亜戦争で供出と記されていた。
別の文献でこの梵鐘は寺庄村 鋳物師 北川若狭藤原慶貞作と
なっていたのでお隣、「寺庄村史」を調べると寺庄村には江戸期
から明治中頃まで鋳物座・鋳物師が活躍していたと記されていた。



江戸中期から明治30年頃まで
寺庄村（現 甲南高校敷地内）に
釣鐘を造る鋳物座・鋳物師が活躍

「郷土史 寺 庄」 に
その鋳物師が江戸期の何年に
何処に納めた記録があった・・・



寺庄村で造った釣鐘をこの９ヶ寺に納めた記録があった！

すべて供出され、新たに終戦後に吊された二代目の釣鐘ばかりであった！



今回の調査で殆ど大東亜戦争で供出されていた・・・
戦争前にどれくらいの釣鐘・梵鐘があったか？

甲賀郡志 下巻 大正15年刊行（甲賀郡教育委員会委編纂）

郡内 神社および宗派別寺院保有のお宝
「主 た る 什 宝」の報告を求め掲載されていた。

梵 鐘

釣 鐘

半 鐘

鐘

行
事
鐘

郡志には

鐘の鋳造年月
中には鐘の由
緒等も記載

鋳物師名は記
載なし





郡志に掲載
の梵鐘・釣
鐘数

現存し
ている
数

供出され
て今は後
継鐘

供出後
後継鐘
も無し

判読困
難で要
再調査

備 考

旧 水口町 9 1 4 3 1 現存 1 は
供出後返還

旧 土山町 11 1 8 2 - 現存 1 は
供出も免除
された鐘

旧 甲賀町 8 1 2 4 1 現存 1 は
供出も免除
された鐘

旧 甲南町 9 - 8 1 -

旧 信楽町 12 4 4 3 1 現存 4 は
供出後返還

計 49 7 26 13 3

甲賀郡志（大正15年刊行）に掲載のあった梵鐘・釣鐘の現況調査



殆どの釣鐘が
戦争で供出されていた！

戦後になって
2代目の釣鐘が

吊されている！



昭
和
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六
年
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属
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収
令
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釣
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が
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た
！



そもそも、戦時下最も必要な金属類は、
昭和１６（１９４１）年８月に勅令が出され、強制回収
が始まり、中でも梵鐘は回収範囲の筆頭にあげられた。

大半の寺院では「国の要請に依り供出止むなき」
歴史的価値の高い梵鐘については

「金属類特別回収一時延期願」が提出された。
また、鐘楼の位置が戦時下の
「警鐘に適した地」であるという
理由で供出を免れたものが
中にはあったようである。



土山・前野 地 安 寺
 免 供出（菊御紋章を付す鐘）
享保五年（1720年）鋳造の現役

釣鐘 高さ4尺 径2尺3寸





現役 油 日 神 社 元和六年十一月五日（1620年）

現在の鐘は二代目

天正九年卯月
近江甲賀総社油日大明神の鐘

愛知・熱田 誓 願 寺

この鐘は織田信長が陣鐘として用いていたのを
誓願寺に寄進した！との記録があった・・

鐘を持ち去られ、それを嘆いた領主が
10年後に現在の鐘を

寄進したことが刻まれている！



戦争で供出後
奇跡の返還

戦
争
の
傷
跡
残
残
る
！



水口町伴中山 智 禅 院
鋳造年：享保14年9月（1729年） 294年前
鋳物師：寺庄村鋳物師 北川若狭藤原慶貞 作

戦争で供出後
奇跡の返還



戦後返却してもらえたのだが
材質検査跡の穴がそのまま残る

石
部

西

福

寺



戦後返却してもらえたのだが
材質検査跡の穴がそのまま残る

石
部

真

明

寺



戦争で供出後
奇跡の返還

無
傷
で
戻
っ
た
釣
鐘
！



信楽町長野 浄 観 寺
鋳造年：元文2年7月（1737年）286年前
鋳物師：栗太郡辻村 太田西兵衛重次 作

戦争で供出後
奇跡の返還



信楽町江田 浄 土 寺
鋳造年：寛政8年4月（1796年） 227年前
鋳物師：寺庄村 住 望月近江椽藤原啓柄 作

戦争で供出後
奇跡の返還



信楽町柞原 眞 徳 寺
鋳造年：享保14年9月（1729年） 294年前
鋳物師：寺庄村鋳物師 北川若狭藤原慶貞 作

戦争で供出後
奇跡の返還



信楽町神山 法 蔵 寺
鋳造年：寛延四辛未歳十月九日（1751年）272年前
鋳物師： 寺庄村 鋳物師 望月若狭源慶貞 作

戦争で供出後
奇跡の返還



供出され！
今は二代目の鐘が
語り継ぎたい心・・・



昭
和
十
七
年
一
月
應
召
大
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昭
和
二
十
三
年
戌
子
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鋳

杉谷 息障寺



昭
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大
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為
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甲南 野田
慈 眼 寺
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月

北
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慶
貞

戦争で供出
現在の物は
昭和45年9月

当
山
の
大
梵
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は
大
東
亜
戦
に
至
上

命
令
に
よ
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供
出
せ
し
が
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長野県信濃町 称名寺



滋賀・草津市 真教寺



高島市今津 西福寺
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撞き座

乳 乳の間

撞木（しゅもく）
5 × 5 × 4面

2 × 4面

１０８



お近くの釣鐘・梵鐘に
少し関心を・・・

お経の一節から寄進者
或いは先の大戦の至上命令で
供出してしまった等々
語り継ごうとしています！

今日もまた
梵鐘の響きが私たちの心
暮らしの安堵に

届きますように・・・

長時間ご清聴 有り難うございました！
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